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   R4 年度決算承認、R5 年度事業・予算決定 
 元気なコミュニティ協議会は 23 日（日）、一色小コミュニティルームで役員総会を開き、R4 年度決

算、R5 年度の事業、予算等を承認決定した。新年度はデジタル、健康団地 CR（コミュニティルーム）

部会を新設し、町内全体をにらん

だ新領域の活動に乗り出す。人事

では、筧和憲副会長ほか 5 名の新

役員を選出。デジタルは佐藤祐一

氏、健康団地CRは小笠原陶子氏

が部会長に就任した。 

 

今総会は組織発足初年度を総

括するとともに、次の展開への布

石を打った。役員 21 人のうち、17

人が出席した。冒頭、廣上会長は

「ゲンコミの事業基盤は脆弱で不

安を抱えたままでの出発だったが、

生涯学習、音楽活動を中心に大き

な成果を上げることができた。新年度は

もう一段の高みを目指す」とあいさつ。

来賓の村田町長は「一つ一つの事業が

着実に成果を上げている。県営 CR は

町もサイドから支援する」と語った。 

 

初年度の収入、 経費はそれぞれ 

筧 副会長   佐藤部会長    小笠原部会長  約 231 万円、約 124 万円。音楽祭収

入、引継ぎ金、篤志家の寄付等もあって 100 万円強の繰越金を出した。新年度は収入が平準化し、

経費が微増になることから期間損益は減る見通し。 

（裏面に R4 年度収支決算書） 

 

事業活動では 2 部会を新設する一方、一色小関係の部会を友情の山部会に一本化した。今年末

から稼働する県営健康団地 CR の運営管理を担う CR 部会が軌道に乗るまでには不確定要因が多

いことから、2 年間は試行事業期間とし、試行中の事業費に 50 万円の枠を設けて活動する。デジタ

ル部会は全町民を対象にデジタル力のアップを担う。また、部会主導の事業展開を強化するため、
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部会長会議の役割、位置づけを高める規約改正も承認された。 

 


